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日中科学技術交流協会に感謝して 
協会会員 物質・材料研究機構、上席研究員  

筑波大学物質材料工学専攻連携大学院教授  唐捷 
 

光 陰 は

矢の如し。

私 は中 国

清 華大 学

卒業後、留

学 のた め

に 来日 し

ました。あ

っ とい う

間に 30 年以上経ちました。振り返ってみ

ると、人生の大半を日本で過ごしておりま

す。日本語ができない状態で来日し、ひら

がなから一つ一つ覚えて高度な専門用語

まで無理なく使いこなせるようになりま

した。特に、この場をお借りして日本語で

皆様に感謝の気持ちを伝えられることが

大変光栄であり、嬉しく思います。 

 

日中科学技術交流協会とのお付き合い

は、1998 年に清華大学橋口研究室が原点

ではないかと思います。ご存知の方が少な

くないと思いますが、当協会二代目理事長

である故橋口隆吉先生が交流を広めるた

めに、中国の科学院には材料科学の分野で

優れた業績を挙げた若手研究者向けの「橋

口賞」を授与する「橋口基金会」を、更に、

清華大学には橋口研究室を設立されまし

た。それらが日本と交流できる窓口の一つ

になりました。 

 

私は清華大学橋口研究室が設立された

際に、橋口隆吉基金委員会委員である橋口

隆吉実験室名誉主任李恒徳院士の依頼に

よって、橋口隆吉実験室主任である馬莒生

教授、橋口夫人の代理小岩昌宏教授と共に

除幕式に参加しました。その機会のお陰で、

日中科学技術交流協会とのご縁ができま

した。特に、日中科学技術交流協会の理事

岡田雅年先生は私が所属した金属材料研

究所の所長として在職中に中国人研究員

との交流を多く行われ、日本の研究所と中

国研究機関との交流を促進していただき、

多くの若手中国研究者を日本に招聘して

いただきました。その後、日中科学技術交

流協会の中国人留学生研究奨励賞にも大

変お世話になりました。 

 

この 30 年以上の歳月の中で日中科学技

術交流協会の先生方と知り合えたことを

非常に光栄に思います。先生方の博識と人

生に対する前向きな姿勢は、私に深く影響

を与えてくださいまして、一生の宝物にな

ります。 

 

私は、1993 年大阪大学大学院基礎工学

研究科博士課程卒業後、同年 4 月に運よく
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科学技術庁金属材料技術研究所（現 NIMS）

に科学技術庁初となる外国人研究職公務

員として入庁することができました。物

質・材料研究機構主席研究員を経て、2006

年より一次元ナノ材料グループリーダー

になり、2007 年より筑波大学物質材料工

学専攻連携大学院教員として、現在、教授

を併任させていただいております。 

 

NIMS では、実用化されて初めて「材料」

と言えるという考え方があり、母校の清華

大学でも「知識を社会に還元する」といっ

た教えがあります。実用化を重視する思考

が共通しており、この軸がぶれずに私は研

究を進めてきました。 

 

来日後の前半は、物性物理学の分野で研

究を行っておりましたが、ナノテクノロジ

ーの研究が盛んになった頃から、10 億分

の１ｍの大きさの物質を組み合わせるナ

ノ材料の研究開発へと進み、特に炭素原子

が筒状になったカーボンナノチューブと

平面上に並んだグラフェンを組み合わせ

た材料の開発に専念し、最近では、より多

くの電気を貯められるキャパシター等の

蓄電材料の研究を行っております。グラフ

ェン等ナノカーボン材料や希土類化合物

単結晶ナノワイヤといったナノ材料につ

いて、基礎研究と応用研究を融合した研究、

即ち、創製・評価・物性研究から、その材

料としての特性を十分に引き出した新規

電子機器・エネルギーデバイスへの応用を

進めております。特に JST「先端計測分析

技術・機器開発事業」及び「戦略的創造研

究推進事業、先端的低炭素化技術開発

(ALCA)」により、次世代高性能ナノワイヤ

電子源の開発およびグラフェンの 3 次元

積層構造化に取り組み、特に後者では高性

能のスーパーキャパシターの研究開発を

推進しております。現在、文科省地域イノ

ベーション基盤構築事業プロジェクトに

おいて、グラフェンスーパーキャパシター

への応用開発を進めており、また、自動車

メーカ、電池メーカ、蓄電デバイスメーカ

等の多くの大手企業と共同研究も行い、グ

ラフェン材料の応用やグラフェン蓄電デ

バイスの推進に力を入れております。 

 

NIMS での研究成果を社会へ普及・還元

するために、2017 年 10 月に NIMS 認定

ベンチャー(株)マテリアルイノベーション

つくばを設立しました。2018 年 12 月に広

沢財団の研究助成、2019 年 3 月にサイバ

ーダイン社・筑波銀行から共同で資本出

資・事業支援をいただきました。また、あ

りがたいことに NEDO の新エネルギー関

連プロジェクトにも採択されました。 

 

 長年、様々な研究を行ってきた中で日

本企業の方々との連係プレーも少なくあ

りません。製品をとことんまで追求する匠

の精神に頭が下がります。新技術を素早く

吸収する点においては中国企業が割と得

意であり、スピード勝負による今の中国製

造業には目覚ましい発展ぶりが目に見え

ます。しかしながら、品質管理が更なる技

術発展の土台に欠かせないことを日本か

らさらに学ばなければなりません。一方、

研究分野において、在日中国人の若手研究

者たちにはハングリー精神を持つ人が多

く、日中科学技術交流協会からの受賞等資

金面でもバックアップされて、私の世代よ

り更に優れた研究環境に恵まれており、学

術に専念することができております。 

 

日中科学技術交流協会の「中国人留学生

研究奨励賞」は若手中国人研究者にとって

大変励みになる賞であります。これまで私

が指導した学生で受賞できた皆さんは下

記のように様々な領域で活躍されており

ます。 

・2011 年度 Chen Qian, 日本 NEC 基

礎研、APPLE 会社、現在中国大手電池会

社のグローバル研究院院長 

・2012 年度 Yuan, Jinshi 中国ベンチャ

ー企業、社長 

・2013 年度 Zhang, Feifei 中国大学、

教授 

・2015 年度 Shao, Qinguo 中国大学、

教授 

・2017 年度 Sun, Yige Oxford Fellow 

・2020 年度 Gao, Runsheng NIMS

ポスドク研究員 

有山正孝理事長が今年の１月に行われ
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た授賞式で「この賞は日中間の科学技術交

流の再興と発展に尽力された先人たちの

心のこもった賞」だとおっしゃっていまし

た。受賞できた学生たちにこの賞の有難み

と励みを心にしっかり留めて、これからの

日中両国の科学技術のより一層の発展に

頑張ってほしい限りであります。 

この場をお借りして、日中科学技術交流

協会の有山会長、山脇副会長、藤崎副会長

を始め、協会の皆様に日中科学技術分野で

の友好交流へのご尽力に心から厚く御礼

申し上げます。どうもありがとうございま

した。 

 

中国語には「飲水思源」という四字熟語

があります。水を飲むとき、その水源のこ

とを思う意から他人から受けた恩を忘れ

てはいけないという戒めの言葉でありま

す。来日して色々な方々に助けられている

からこそ今があります。コロナで先が見え

ないご時世の中で、日中科学技術分野にお

いても交流の機会もだいぶ減ってしまし

ましたが、初心を忘れずに今できることに

ありがたく思い、在日中国人研究者として

先駆けて日中両国の科学技術の研究・発展

に恩返しできるように微力を尽せたらと

思います。

 

鈴木 伸 元副会長を悼む 
千葉大学名誉教授 堀 善夫 

 

本協 会

元副会長

の鈴木伸

千葉大学

名誉教授

が2020年

11 月 1 日

逝去され

ました。享

年 97 歳で

した。鈴木

先生は東

京帝国大学第一工学部応用化学科の亀山

直人研究室で光化学、写真化学を専攻され

1945 年卒業されました。卒業後特別研究

生の課程に進まれ、その後東京大学工学部

講師を経て 1959 年助教授に昇任されまし

た。その間 1953 年、第 2 回フルブライト

奨学金を得て米国に留学されました。当初

は原子力の平和利用に関する研究を予定

されていましたが、ロサンゼルスでの深刻

な大気汚染に遭遇されたのを機として、ご

自身の専攻である光化学分野の応用とし

て光化学スモッグの研究に従事されるこ

とになりました。1955 年春帰国時は、光化

学スモッグの分野では日本に研究者がい

なかったこともあり、大変な注目を浴びた

と聞いております。その後 1964 年千葉大

学に赴任され、工学部印刷工学科教授を経

て、1977 年に同学部合成化学科の環境化

学講座新設に伴い、担当教授として同大学

の環境科学研究の拠点を築かれることに

なりました。その後約 30 年にわたって大

気汚染改善を中心として環境問題の解決

に尽力されました。 

当時中国では酸性雨問題が深刻化し社

会的な大問題になっていたこともあり、

1980 年代に入って中国科学院の要請によ

り研究交流を始められました。1987 年に

は日本学術振興会と中国環境化学研究所

との国際共同研究として「酸性雨生成機構

に関する日中共同研究」を日本側代表者と

して進められました。それに伴って、中国

科学院からの研究員を研究室に受け入れ

られました。 

 1989 年に定年退官されましたが、日本

学術振興会の共同研究「中国の酸性雨調査」

はその後も継続されました。また、日中平

和友好条約締結記念事業として日中友好

環境保全センター（中国名 中日友好環境
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保護中心）設立に努められ、1996 年に実現

しました。また同年には本協会の事業とし

て「環境科学に関する日中合同シンポジウ

ム」開催に際して実行委員長として尽力さ

れました。 

2002 年本協会の副会長に就任され、「日

中合同による循環型社会創造のためのシ

ンポジウム」を、本協会のほか日中科学技

術文化センター、国連大学、地球環境戦略

研究機構と中国側の中日友好環境保護中

心の共催に際して企画調整委員長として

精力的に活動されました。 

筆者は 1978 年に当時の鈴木伸教授の研

究室に助教授として赴任しましたが、その

際大気中の二酸化炭素の問題を考慮する

よう示唆を受け、それを研究と教育の中心

テーマといたしました。当時社会で一般的

には取り上げられることの少なかったこ

の問題を指摘されたことの先見の明をい

まさらながら感銘を受けています。以上簡

単ですが、鈴木先生の環境化学および日中

学術交流に関するご功績の紹介かたがた

追悼の言葉を述べさせていただきました。

謹んでご冥福をお祈りする次第です。 

 

 

 

協会会員・地震予知総合研究振興会会長 高木章雄

先生のご逝去を悼む 協会事務局  永崎 隆雄 

 

当協会会員・地震予

知総合研究振興会会

長 高木 章雄先生が

本年令和 3 年 2 月、

享年 9６歳でお亡く

なりになられました。 

謹んでご冥福をお

祈り申し上げます。 

 高木先生は 

昭和 2７年（1952 年）東北大学理学部助手

に就任以来、 

昭和 36（1961）年 3 月東北大学助教授（理

学部付属地新観測所）、 

昭和 45（ 1970）年 5 月東北大学教授（理

学部附属青葉山地震観測所）、 

平成元（1989）年 4 月東北大学名誉教授、

平成元年 4 月鹿児島大学教授（理学部）、

平成 3（ 1991）年 6 月（財）地震予知総合

研究振興会理事、 

平成 7（1995）年 11 月（財）地震予知総

合研究振興会専務理事 

平成 9（1997）年 9 月（財）地震予知総合

研究振興会理事長、 

平成 17（ 2005）年 6 月（財）地震予知総

合研究振興会会長 

を務められるなど日本の地震予知の大

家であります。 

 先生は本協会に昭和(1979)54 年 2 月に

入会されました。 

中国では 1998 年 1 月 10 日に河北省張

家口で Ms6.2 の地震が発生しています。ま

た 2008年 5月 12日四川省汶川県でMs8.0

の大地震が発生しています。 

 重ねて心からご冥福をお祈り申し上げ

ます。 
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アクセント・イントネーション・声調の生理的・物理的機構 

の解明と中国語声調の体系的記述 

2021年6月19日 Zoom 講演会 協会副会長  藤崎 博也 

 
第 2回総会後に当協会

副会長藤崎博也氏による

講演会が山脇副会長司会

の下 zoom方式で開催さ

れました。 

 

 

講演概要 

音声言語においては、母音や子音といっ

た個々の音の特徴（いわゆる分節的特徴）が

情報を担っているのは勿論であるが、そのほ

かに声の高さやその時間的な変化（いわゆる

韻律的特徴）が、アクセント・イントネーション

等の情報を担っている。分節的特徴に関して

は、その生成機構を客観的・定量的に観測し

記述する調音音声学が確立されているが、韻

律的特徴に関しては、客観的・定量的な観

測・記述方法が確立されておらず、もっぱら

聴覚的印象に基づく主観的・定性的な観測と

記述が行われてきた。 

この講演では、まず共通日本語のアクセン

トとイントネーションを表現する物理量として、

声帯振動の基本周波数の時間的変化のパタ

ーン（以下、F0 パターンと呼ぶ）に着目し、ア

クセントやイントネネーションに関する情報が

F0 パターンの特徴として発現する際の生理

的機構を解明し、それを物理的なモデルによ

り表現する。 

次に、このモデルが日本語の他の方言や、

日本語以外の多くの言語（非声調言語）の

F0 パターンにも適用可能であることを示

す。 

さらに、中国語を含む声調言語を対象と

してとりあげ、声調の表現には、非声調言

語の喉頭制御とは異なる筋肉による制御

が行われることを指摘し、その生理的・物

理的機構の特性を記述する。なお、このモ

デルを用いることにより、中国語の諸方言

や、中国語以外の声調言語の声調の体系的

な記述が可能となることを示す。 
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文音声の基本周波数パターン 

『青い葵の絵は山の上の家にある』 の基本周波数パターン 

音声波形 

基本周波数 

（対数目 
盛） 

時 間 [  s ] 

あ お い あ お い の え は や ま の う え の い え に あ る 
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2021年度 中国人留学生研究奨励賞 受 賞 候 補 者 募 集 

 
 
本年度は、下記の要領により２件の中国

人留学生研究奨励賞の受賞候補者を募集

します。 

推薦された候補者の中から、選考委員会が

２名の受賞者を選出し、研究奨励賞を授与

します。 

記 

１．候補者の資格 

日本の大学・研究所等の研究機関に在籍

する中国人留学生で、大学院（修士、博士）

課程またはそれと同等程度ないしそれ以

上のレベルの研究を行っており、日本国内

またはこくがいの学会で２回以上の口頭

発表を行い、それらを１篇以上の論文とし

て印刷公表（印刷中でもよい）している者

（有給研究者は除くが、推薦受付締切り期

日に博士号取得後２年以内の者はこの限

りではない）。 

２．提出書類 

以下の原本１部とコピー２部（計３部）

を本会理事長宛(下記の住所)に郵送する。

書類はすべて日本語で作成すること。 

(1)  推薦書 （推薦者は本会会員であ

ることが必要）  

   推薦者の氏名、所属、連絡先住所、

電話、Fax、E-mailを明記。 

(2)  候補者の履歴書 

   氏名（漢字、フリガナ、および中国

式ローマ字 pinyinで表記）、生年月日、出

身地、   

所属機関（所在地、電話、Fax）、現

住所、電話、E-mail、学歴、職歴（中

国および日本において職歴があれ

ば明記）、旅券用と同じサイズの写

真を貼付すること。 

(3)  候補者の日本留学中の業績 

    ①和文で 20字以内のタイトルを付

け、その内容を 2000 字以内に要約

したもの。 

②誌上発表論文のコピー（または別

刷。印刷中ならば原稿または校正刷）、お

よび 

口頭発表論文（予稿・前刷等）の

コピー、それらの一覧リスト。 

(4)  候補者の指導教員の氏名、職、所属

（住所、電話、Fax、E-mail） 

 

３．推薦受付締切り期日：2021 年 9 月 30

日（同日の郵便消印があれば有効） 

 

４．奨励賞の内容：賞状および副賞 10 万

円を、選出された各留学生に授与する。 

 

５．授与期日：2022年 1月  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊ 

上記２件の奨励賞は、会員有志からのご寄

付を原資とするもので、研究分野は特定し

ておりません。 

一般社団法人 日中科学技術交流協会   

会長 有山 正孝 

〒103-0003 東京都中央区日本橋横山

町３－１横山ダイカンプラザ３０２

号室 

E-mail：jcstea2019@gmail.com  

(nagakiya@nifty.com) 

 

 

会費納付のお願い 
協会事務局 

 

 当協会に対する皆様の日頃のご支援に、

厚く感謝申し上げます。 

日中両国は悠久の文化交流を続けてき

ており、それが両国の発展と友好、ひいて

は人類社会の平和と発展に貢献してきま

した。一衣帯水の中国は我が国にとって最

も重要なパートナーの一つであります。近

年の緊張した関係の改善には、密接な交流

mailto:jcstea2019@gmail.com
mailto:nagakiya@nifty.com


2021（令和 3）年 6 月 20 日  日中科学技術   No177 

 

13 

13 

が重要であり、当協会の活動のご支援をお

願いいたします。 

  会費 年額 1 万円以上   

振込先   日中科学技術交流協会 

普通預金 みずほ銀行横山町支店 

店番０４０口座番号３０１５８８１ 

 

 

監事監査 

2021年４月 25日 ZOOM会議
  

有山会長を議長に、益田監事、伊藤監
事，永崎業務理事の出席のもと監事監査
を実施、承認された。 

監査項目：2020年度会計（2020年 4月
１日から 2021年 3月 31日の損益計算
書、財産目録、貸借対照表等、現金出
納、銀行預金出納等 

 

第 10回理事会 
2021年 5月 12日 ZOOM会議 

 

1. 2020年度事業報告及び決算を承認 

2. 定款の変更：当法人の定款第 47条の
変更が承認された。 

3．役員の選任 下記候補を総会に諮る。 

理事候補：有山正孝、岡田雅年、近藤昭
彦、坂田文彦、鈴木基之、曽我文宣、中
河正勝、永崎隆雄、藤崎聡達、山岡亜
夫、山脇道夫 

監事候補：伊藤 学、益田隆司 

 

第 2回定時社員総会 
2021年 6月 19日 ZOOM会議 

 
総社員総数：49 名 出席社員総数：34 名    
１．2020年度決算を承認した。 

２．定款第 47号の変更を承認した。 

３．以下の役員が選任された。 

理事：有山正孝、岡田雅年、近藤昭彦、
鈴木基之、曽我文宣、中河正勝、永崎隆
雄、藤崎聡達、山岡亜夫、山脇道夫 

監事 伊藤学、益田隆司 

 

 

 

第 11回理事会 
2021年 6月 19日 ZOOM会議 

 

有山正孝氏を会長に選任し、副会長に藤
崎聡達氏、山脇道夫氏を選任し、業務理
事に永崎隆雄氏を選任した。 

出席理事：有山、藤崎、山脇、永崎         
岡田、鈴木、山岡、 

出席監事：伊藤、益田 

 

 
目次 

 

１．日中技術交流協会に感謝して 

 協会会員・筑波大物材工学連携大学院
教授  唐捷           １  

２．鈴木伸先生のご逝去を悼む  

 千葉大学名誉教授   堀 善夫 ３ 

３．高木章雄先生のご逝去を悼む  

 協会業務理事 永崎 隆雄    ４ 

４．講演会 アクセント、イントネーシ
ョン，声調の生理的・物理的機構の解明
と中国語声調の体系的記述への応用 

   当協会副会長  藤崎聡達  ５ 

５．2021年度 中国人留学生研究奨励賞 
受 賞 候 補 者 募 集      １２ 

６．会費納入のお願い 事務局  １２ 

７．監事監査          １３ 

８．第 10回理事会        １３ 

９．第 2回定時社員総会     １３ 

１０．第 11回理事会       １３

 


